
























ル）シェーンベルク作曲（以後「ピエロ」と略す）は、それぞれ初演が 1913 年と 1912 年である。同時
期に生まれた 2つの作品は西洋音楽史的には近代に属するが、斬新な音響を生み出した前衛性は現代音
楽（主として 20 世紀無調性音楽）の起点としての評価が高い。













































































・ 1 オクターブには 12 種類の音があるという認識（平均律音楽の前提）








































項目 楽曲名 春の祭典 ピエロ
楽器編成 5管編成オーケストラ 7人編成室内楽（指揮者含む）
楽曲構成 2部構成　計 14 曲 3 部構成　計 21 曲
主義（音楽としての呼称） 原始主義・民族主義 表現主義







































その Fg の Cと Hn の Cis と出会い（森は「長調と短調の争い」と言う）、そしてフェルマータの効果
により「拍子」を刻む感覚が薄れること、楽譜とは表層的な記号に過ぎないことを学習する。
譜例 1《序奏》　書き込みは筆者The Rite of Spring for Piano Four Hands　Mineola/ Dover Publications, 
1989 より　ストラヴィンスキー自身のピアノ 2台リダクション版より
















　　　　The Rite of Spring for Piano Four Hands　Mineola/ Dover Publications, 1989
選ばれしいけにえへの賛美「＊変拍子がはじまるよ～原始人のように 11 拍子を打ってみよう」














































第 2 部 8 夜パッサカリア　9ピエロへの祈り　10 強奪　11 赤いミサ　12　絞首台の歌　13 打ち首　
14 十字架 
第 3 部 15 望郷　16 いやなこと　17 パロディ　18 月のしみ　19 セレナーデ　20 帰郷　21 おお、い
にしえの香りよ 
テキストのある楽曲は詩の内容と音楽の関連性について考えるのが普通であり、この楽曲も主たるイ
































・ 象徴派の詩の世界を表わすために音楽がどのような役割（Fl の二分音符や tr 等）をしているのかを、
映像や楽譜を見るなどして語り手や楽器奏者の表情や表現から伝わる感覚をもとに発表させる。















































































ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ
①
高校生 10 0 2 9 0 1 9 0 1
①
高校生 7 0 3 6 2 2
大学生 37 3 2 36 1 5 37 2 3 大学生 30 5 7 31 6 5
②
高校生 3 2 2 3 0 3 5 3 1
②
高校生 0 0 8 2 1 5
大学生 18 13 3 15 4 18 18 2 15 大学生 11 6 13 15 1 17
これはあくまで第 2章、第 3章の指導後の結果である。事前の調査では音大生であっても「春の祭典」

































































































3 ） 神奈川県立神奈川総合高等学校（全日制普通科単位制高校、1～ 3年生の合同選択授業を担当）
4） 文部科学省　平成 30 年告示　高等学校学習指導要領、音楽Ⅰの「2内容」の「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」
5） 谷口高士 2006「音楽を聴くということの心理的意味を考える～心理学アプローチ」『日本音響学会誌』62 号
682-687 
6 ） 大出訓史ほか 2009「音楽聴取における「感動」の評価要因～感動の種類と音楽の感情価の関係」『情報処理
学会論文誌』Vol.50 No.3 1111-1121
7 ） アメリア・アナレス　福のり子訳　1998『なぜ、これがアートなの？』淡交社　p41
8 ） P・ブーレーズ　船山隆・笠羽映子訳 1982『音楽論 - 徒弟の覚書』晶文社








12） 谷口高士編著　2000『音は心の中で音楽になる - 音楽心理学への招待』北大路書房
13） 平成 24 年 12 月、全日音研兵庫大会における宮下俊也による指導助言。　神戸市中学校教育研究会音楽部会
2012『音楽教育研究報告』ｐ 18
